
 

 

 

 

 
 

２学期のまとめの時期です！ 
明日の 75 周年の記念式典に 5 年生は４、６年生と一緒に学校代表として参加します。数回

の合同練習にも真剣に取り組み、少しずつ最高学年に向けて意識が高まっていることを感じま
す。 

2 学期も残り 1 か月となります。学習のまとめの時期です。ご家庭でもお子さんの漢字スキ
ルや計算スキル、自学ノートなどを確認していただけると有難いです。 
まだまだ風邪や感染症が流行しています。手洗いやうがい、人込みではマスクを身に着ける

など、学校でも声をかけてまいります。 
 

【１２月の学習予定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【お知らせ】 

１ 保護者会について  

日時：１２月２日（火）１４時３０分～ 

場所：各教室 

  ２学期の子どもたちの様子や、冬休みの生活についてお伝えします。ぜひご参会ください。 
 

2  持久走月間について 

日時：１２月１日（月）～１２月１９日（金）  

持久走月間が始まりました。５年生は、火曜日と木曜日、中休みの後半３分間に校庭を走

っています。怪我に気を付けて、自分のペースで走るよう、声を掛けています。特に準備物

はありません。 
 

記録会 日時：１２月１０日（水）１・２校時 

３年生と一緒に持久走記録会を行います。５年生は６分間、無理のないよう、自分ペース

で走り、記録します。当日欠席した場合は、次の週までに記録をとります。 
  

令和７年 1１月２８日 

豊島区立清和小学校 

      第５学年だより No.９ 

            

国語 やなせたかし～アンパンマンの勇気～あなたは、どう考える 冬の朝  

【書写】文字の大きさ（漢字と仮名） 書き初め  

社会 日本の貿易とこれからの工業生産 情報をつくり、伝える  

算数 四角形と三角形の面積  

理科 電流のはたらき  

音楽 詩と音楽の関わりを味わおう。「冬げしき」 

図工  言葉から思いを広げて    

体育 持久走 バスケットボール  

家庭 食べて元気！ご飯とみそ汁 まかせてね今日の食事  ミシンにトライ！ 

道徳 親切、思いやり 伝統と文化の尊重 国や郷土を愛する態度  

外国語 Unit６ Where is the library?  

総合 お米の学校  

学級活動 話し合い活動 係活動  



３ お米の学校について 

１２月５日（金）１・２校時に前回までに刈り取った稲を使ってわら細工を作ります。

ご家庭で当日までに「フルーツ缶やサバ缶などの空き缶の上部を切り抜いたもの」を当日

までにご用意ください。 

お米の学校が終わりました、バケツ稲で使用したバケツを持ち帰る予定です。 

 

４ 宮城米・給食の日について 

   12月 10日（水）４校時に豊島区の取り組みで宮城県産の新米が給食に提供されます。

「食材王国みやぎ給食の日」と合わせ、食育学習会が開催されます。 

 

５  書き初めについて 

    １月の席書会に向けて、冬休みに入る前に書き初めの練習を行います。１２月中旬頃

に、通常の習字セットに加えて「だるま筆・長い下敷き」を持たせてください。書き初め

用の用紙は学校で注文するので必要ありません。 

 

６ 個人面談について 
日時：１２月１５日（月）～１９日（金） 

    時間：１３：３０～１６：４５ 
       （一人あたりの面談時間は２０分程度を予定しています。） 
             ※詳細は担任が調整後、後日プリントにてお知らせいたします。 
  
   ★個人面談の週は、４時間授業です。給食後下校します。 
    
 

７  終業式について 

日時：１２月２５日（木）４時間授業 

 ★特別時程の４時間授業で、下校は１３時頃の予定です。 

★冬休みの課題や、３学期の始業式については、学年だより冬休み号でお知らせします。 
 

８  ふれあい月間 いじめについての授業 
   ふれあい月間の取り組みの一つとして、いじめについての授業を行っています。自らの

行いや考え方、他者との関わり方について見直すことのできる授業を、各学年で考え、全

校で実施しているものになります。 

    ５年生で行ったのは、「誰に対しても差別をしたり偏見をもったりすることなく、公

正、公平にしする気持ちを育てること」をねらいとした、「どうすればいいんだ」という

道徳の授業です。子供たちは、登場人物に気持ちを重ねながら遊びといじめの境目はどこ

なのか考えました。また、授業の後半では、公正、公平な態度で行動するために大切なこ

とを考える時間を設けました。これからも互いのよさを認め合いながら誰とでも仲良く接

することのできる気持ちを大切にしていってほしいです。 

 


